
 

 

投資事業評価調書（継続：再評価〔第 1回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

道路街路課長 神山 泰 
（国道・橋梁班長 橋本直樹） 

内
線 

4362 
(4378) 

 
事業種目   道 路 新規評価年度 平成29(2017)年度  現計画 新規評価時点 

事業名 
道路改築事業 
一般国道  178 号
〔浜坂道路Ⅱ期〕 

事業採択年度 平成30(2018)年度 総事業費 465億円 365億円 
着工年度 令和元(2019)年度 内用地補償費 6億円 5億円 

事業区間 

 
 
美方郡新温泉町栃

とち

谷
だに

～居組
い ぐ み

 

完成予定年度 令和８(2026)年度 令和７(2025)年度 
進 捗 率 

(用補進捗率) 
約7％ 

(96％)  
残事業費 431億円  

事業の目的 事業内容 （ ）新規評価時点 
本路線は、基幹道路八連携軸の日本海沿岸軸として、環日

本海地域の交流を強化し、広域高速道路ネットワークを形成
する山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）の一部区間
である。 
○高速道路ネットワークの形成 

日本海側の高速道路網のミッシングリンクを解消し、北近
畿豊岡自動車道、鳥取自動車道とともに国土のリダンダン
シーを確立する。 

○広域観光交流圏の拡充・強化 
 山陰海岸ジオパークをはじめとする広域観光交流圏の拡
充・強化、交流人口の拡大を図る。 

○地域の安全・安心の向上 
 線形不良の解消等による 3 次救急医療病院（鳥取県立中央
病院）へのアクセス性向上により、地域の医療環境の向上
を図る。 

【延  長】7.6km 
【構造規格】第１種第３級 
【幅  員】 
車道 7.0m[全幅 13.5ｍ][代表断面] 

（車道 7.0m[全幅 12.5ｍ]）[代表断面] 
【計画交通量】 
8,680 台/日[R12 予測] 

（8,950 台/日[R12 予測]） 
【現況交通量】 
自動車：6,166 台/日[H27 センサス] 

 自転車：50台/12h[H27 センサス] 
         （2 台/12h[H22 センサス]） 
 歩行者：48 人/12h[H27 センサス] 
     （26 人/12h[H22 センサス]） 
【負担割合】国：55％ 県：45％ 

事業を取り巻く 
社会経済情勢 
等の変化 

平成29(2017)年11月に浜坂道路(余部IC～新温泉浜坂IC間の9.8km)が供用開始し、新温泉浜坂
ICに近接した道の駅｢山陰海岸ジオパーク浜坂の郷｣がオープンした（約6万人[H29年]） 
【新規評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
①高規格幹線道路における正面衝突等の死亡事故防止のため、中央分離帯設置の分離構造への
断面変更(簡易分離→分離構造)により、工事費を約100億円増額する。 

②上記①に伴い工事に長期間要するため、完了年度を令和8(2026)年度に変更する。 

進捗状況 

【用地】令和元(2019)年度より用地取得に着手し、令和2(2020)年10月末時点で用地取得進捗
率(面積ベース)は96%であり、令和2(2020)年度中の用地取得完了を目指す。 

【工事】令和元年度に居組IC道路改良工事に着手した。現在、居組IC道路改良工事や工事用
道路設置工事を実施している。 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び対
応方針 
(H29年度新規評価) 

【審査会意見】着手妥当 
当工区を含む山陰近畿自動車道は、基幹道路
ネットワークの一部を担うことから早期完了
に取り組まれたい。 

【対応方針】 
早期完了に向け、事業推進に取り組む。 

(１)必要性 ①日本海側の高速道路網のミッシングリンクを解消し、北近畿豊岡自動車道と鳥取自動車道
のダブルネットワークの形成により、大規模災害発生時の緊急支援物資の輸送ルート確保
や災害復旧の迅速化など、災害に強い日本海国土軸を形成する。 

②山陰海岸ジオパークをはじめとする多様な観光拠点・観光資源へのアクセスを向上させる
ことにより、広域観光交流圏を拡充・強化し、交流人口の拡大を図る。 

③本道路の整備により、3次救急医療病院（鳥取県立中央病院）へのアクセス性の向上を図
り、地域の医療環境の向上を図る。 

(２)有効性 
  ・効率性 
 
(執行環境状況） 

①山陰近畿自動車道の佐津IC～鳥取間（約57km）における県内最後の未事業化区間である。
本事業完了により、鳥取自動車道から山陰近畿自動車道へとつながる高速道路ネットワー
クが形成される。 

②完成後の現道の管理引継について、新温泉町と協議が整っている。 
③新温泉町が運営する残土処分場が利用開始されたことにより、本事業で発生する残土の
受け入れ体制が整っている。 

④費用便益比B/C＝1.1（前回評価時B/C=1.3）残事業B/C=1.2 
(３)環境適合性 ①事業区間に生育する貴重種を生育適地へ移植するなど、環境保全を図る。 

②市街地の通過交通が本道路に転換されることにより、大型車等の排気ガスや交通騒音な
どに対する沿道環境が改善される。 

(４)優先性 ①安全で円滑な交通を確保するため、早期に事業を完了させる必要がある。 
②高速道路ネットワーク及び兵庫県北西部と鳥取県東部を結ぶ県内最後の未整備区間のた
め、早期に事業を完了させる必要がある。 

再評価の

結果 

 
継続 左の 

理由 
事業の必要性・有効性等は事業採択時と変わっておらず、当該区間の早期供用

を望む地元の声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。 

【評価調書様式２】 

１ 



 

事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第 1回〕） 

事業名 道路事業 路線・河川名 
道路改築事業 

一般国道 178 号〔浜坂道路Ⅱ期〕 

 

 

 
 

 

                                

 

 

 

 

 事業進捗状況・予定 整備効果 

全体 

(H30(2018)～

R8(2026)) 

【事業費＝ 約 465 億円】 

延長 7,600ｍ 

新温泉浜坂 IC～居組 IC 

トンネル 6本、橋梁 5橋、用地：10.8 万㎡ 

 

事業採択～ 

再評価まで 

(H30(2018)～

R2(2020)) 

【事業費＝ 約 34 億円】 

事業進捗率7％、用地進捗率96％ 
・用地取得面積10.4万㎡ 
・居組IC改良工事及び工事要道路設置工事に着

手 

 

今後 6 年間 

(R3(2021)～

R8(2026)) 

【事業費＝ 約 431 億円】 

 令和 8(2026)年度 全線供用予定 

① 高速道路ネットワークの形成 

② 広域観光交流圏の拡充・強化 

③ 地域の安全・安心の向上 

 ２ 



道路－２

（仮）網野IC

（仮）大宮峰山IC

約20km

調査中

鳥取砂丘コナン空港鳥取砂丘コナン空港

鳥 取 県 京 都 府

312

兵 庫 県

山陰近畿自動車道 L=約１２０㎞

【国代行】
大宮峰山道路
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（仮）豊岡北JCT・IC
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部
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山
陰
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5.0km

事業中調査中

調査中

7.6km

城崎温泉

浜坂道路

但馬空港IC
日高豊岡南道路

八鹿日高道路

事 業 中 区 間：
（新規事業化予定区間含む）

開 通 区 間：

未事業化区間：
(都市計画決定済)

和田山八鹿道路

事業中開通

1.9km 3.8km

豊岡道路
（仮）豊岡IC

はまさか 竹野道路
【兵庫県】

♨

京丹後大宮IC

開通

日高
神鍋高原IC

対象事業区間：

H28年10月
計画段階評価

に着手

開通

開通

事業中

事業中

4.9km

出典：国土地理院（承認番号平28複情 第220号）

新温泉
浜坂IC

久斗IC

約19km

３

浜坂道路
Ⅱ期

【兵庫県】

事業中 R3年度
新規事業

予定

開通 調査中 調査中

はまさか

（仮）竹野IC

事業中

豊岡道路
（Ⅱ期）

日高北IC

7.6km 約10km約5km

[事業概要]山陰近畿自動車道 （国）１７８号 浜坂道路Ⅱ期
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山陰近畿自動車道

日本海国土軸

（日本海沿岸軸）

高規格道路ネットワークの形成

基幹道路八連携軸の整備

浜坂道路Ⅱ期

阪神地域

但馬地域

都市圏を結ぶネットワークを
２重化（ダブルネットワーク
化）することによりリダンダ
ンシーを確保

高速道路網のミッシングリンク
を解消

・基幹道路八連携軸は県土の骨格を形成し、広域的な地域間連携と交流を促進。
・令和２年４月現在で約750km（82％）が供用し、約60km（7％）が事業中
・基幹道路八連携軸の中で日本海沿岸軸の整備が遅れている。

供用率 45％（最も低い）、未着手率40％（最も高い）

４

太平洋国土軸は災害リスクが高い。
（南海トラフ地震、東海地震、首都直下型地震）

大規模広域災害時に日本海国土軸が救援、復興、経済の基軸となる。



[事業の必要性]広域観光の強化及び地域産業振興による地域活性化
・高規格道路の整備効果で周辺の観光地では観光客が増加する傾向にあり、今後の整備の進展により、山陰海岸ジ

オパークを活用した観光の活性化が期待
・山陰近畿自動車道の開通により、移動時間の短縮、定時性の確保等、観光地間の周遊性を高め、地域の観光客の更

なる増加に期待

神鍋高原

余部鉄梁「空の駅」

淀の洞門
気比の浜

豪商稲葉本家

神戸
大阪

鳥取砂丘

松江

京都

豊岡市

京丹後市

養父市

夕日ヶ浦

あまるべ

香美町

新温泉浜坂IC （仮）浜坂東IC

浜坂道路Ⅱ期 浜坂道路

余部橋梁

久斗IC

岡山・姫路

山陰近畿自動車道

鳥取自動車道

北近畿豊岡

自動車道

京都縦貫

自動車道

コウノトリの郷公園

「山陰近畿自動車道」「北近畿豊岡自動車道」開通による観光客増加を期待

｢浜坂道路Ⅱ期｣の開通により観光客増加を期待

（出典：各府県観光客動態調査）

日高神鍋高原IC

H30
観光入込客数

（出典：各府県観光客
動態調査等）

天橋立

宮津市

鳥取市

85
万人

263
万人

19
万人

2.8万人 37万人

22
万人

191
万人

５

「山陰近畿自動車道」「北近畿豊岡自動車道」開通による販売額増加に期待

山陰近畿自動車道の時間短縮効果

１２０分

６０分

豊
岡
市

鳥
取
市

宮
津
市

供用前

供用後

２００分

１００分

８０分

４０分

鳥取市～豊岡市
60分短縮

竹野道路

但馬空港IC

（平成29年度供用）

（出典：兵庫県観光客動態調査報告書）

蒲井漁港田結
漁港

田久日漁港

宇日漁港

27万人

余部漁港

鎧漁港

津居山
港

竹野港

城崎温泉

(仮)豊岡北JCT・IC

山陰海岸ジオパーク館

湯村温泉

大乗寺

玄武洞公園

竹野浜海水浴場

コウノトリ但馬空港

新温泉町

至 敦賀

(暦年)

浜坂漁港
津居山港・竹野港香住漁港・柴山港

兵庫県ズワイガニの出荷量 シェアが
大幅に拡大！

東京へ

H24.11 

和田山八鹿道路開通

H22.12 

余部道路開通

H29.11

浜坂道路開通

浜坂道路Ⅱ期

(ｔ)

新名神

ズワイガニ漁獲量（兵庫県 全国１位(H30年)）

(仮)豊岡IC

(仮) 竹野IC

カニなどの海産物の出荷量増加が期待

R3新規
事業化

H22.12 

余部道路開通

H29.11

浜坂道路開通

H24.11 

和田山八鹿道路開通

更なる増加を期待

R8

浜坂道路Ⅱ期

開通

H24.11 

和田山八鹿道路開通

H22.12 

余部道路開通

H29.11

浜坂道路開通

R8

浜坂道路Ⅱ期

開通

更なる増加を期待

余部鉄梁「空の駅」



[事業の必要性]現道の課題解消

写真１ 線形不良箇所

写真３ 降雪時の通行不良

写真２ 道路防災総点検危険箇所

国道178号

居組IC

新温泉浜坂
IC

【浜坂道路Ⅱ期】L=7.6km

新温泉町役場
◎

異常気象時通行規制区間
通行止(24時間雨量160mm）

道路防災総点検
危険箇所

5箇所15箇所 1箇所

写真３

写真１

写真２
JR山陰本線

浜坂道路Ⅱ期供用区間の事故件数（平均値）

線形不良箇所（5箇所）

・国道178号は緊急輸送道路、緊急交通路であるが、異常気象時通行規制区間、線形不良箇所（5箇所）、道路防災
総点検危険箇所（21箇所）が存在。

・線形不良個所等において、過去８年間（H24～R1）で47件の事故が発生。
・高速道路の整備により、災害に強い安全な交通を確保する。

６

事故減少

浜坂道路供用に伴う事故件数推移(平均値)

(旧)178号

(浜坂道路供用後)

高速道路の死傷事故の発生率は、
一般道路の10分の1

（高速道路を中心とした｢道路
を賢く使う取組｣の基本方針｣

同様の効果が期待

事故減少

効果を期待

(旧)178号

(浜坂道路Ⅱ期供用後)



[事業の必要性]地域の医療環境の向上

※30分圏域はＨ22センサス12ｈ平均旅行速度より算出
（鳥取BP、駟馳山BP、岩美道路、浜坂道路Ⅱは70km/h、市道町道は30km/h ）

出典：国土地理院ウェブサイト

居組IC 新温泉浜坂IC

久斗IC

東浜IC

浦富IC

岩美IC

大谷IC

福部IC

・第三次救急医療機関（鳥取県立中央病院）へ30分以内に搬送される新温泉町内の人口カバー率が1.3倍に拡大（約60%）
・高いレベルの医療サービスを受けやすくなり、地域によって受けられる医療の格差を改善

７

浜坂道路Ⅱ期開通前の30圏域

地域高規格道路（供用中）

地域高規格道路（調査中）

浜坂道路Ⅱ期開通による30圏域の広がり

期

34分

30分
浜坂道路Ⅱ期完成後

浜坂道路Ⅱ期完成前

４分短縮

新
温
泉
町

(

美
方
広
域
消
防
本
部)

鳥
取
県
立
中
央
病
院

所要時間の短縮

※規制速度から算出（浜坂道路Ⅱ、岩美道路は70km/h）

※岩美道路は全線開通済みとする

0

45
57

0

20

40

60

80

100

山陰近畿自動車道

整備前

福部 IC～ 居組 IC
開通

福部 IC ～ 新温泉浜坂 IC
開通

（浜坂道路Ⅱ期開通）

＜ 30 分圏域人口カバー率（新温泉町内）＞

約１．３倍に拡大

兵庫県

新温泉町

新温泉浜坂IC

【事業中箇所(浜坂道路Ⅱ期、岩美道路）完成後の時間比較】 【山陰近畿自動車道整備前後の時間比較】

※：住民基本台帳（Ｈ28.10現在）を基に算出



　 工　種 　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　度

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
調査・設計
用地補償
道路改良工事
橋梁工事
トンネル工事

平面図

工程表
：前回評価（H29）
：実施・計画

進捗状況

延長 L=7.6km

L=306mL=31m

L=64m

(拡幅)

かまや

釜屋第1橋かまや

釜屋第2橋
いぐみ

居組大橋
とちだにこうか

栃谷高架橋

もろよせこうか

諸寄高架橋

L=251m

しんかまや

新釜屋
トンネル

L=185m

しんもろよせ

新諸寄第2
トンネル
L=1,067m L=2,800m

はまさか

浜坂第２トンネル
L=223m

はまさか

浜坂
第１トンネル

しんもろよせ

新諸寄
第1トンネル

L=79m

いぐみ

居組トンネル L=1,340m

いぐみ

居組IC

しんおんせんはまさか

新温泉浜坂IC

むすぶがわ

結川

おおとち がわ

大栃川

諸寄駅

寄

岸
田
諸

線

(栃谷)

(七釜)

(戸田)
(三谷)

公立
浜坂病院

新温泉町役場

道の駅
山陰海岸
ジオパーク
浜坂の郷

(浜坂)

居組駅

(諸寄)

(釜屋)

(居組)

和泉谷
残土処分場

新温泉土木事務所

地図出典：国土地理院ウェブサイト

居組大橋

釜屋第2橋

釜屋第1橋

諸寄高架橋

栃谷高架橋

新温泉浜坂IC居組IC

８

居組IC改良工

工事用道路
設置工(諸寄)



浜坂道路区間（供用済）の状況

９

道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷」

事業中区間の整備状況

起工式(R1.11.10)



事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益費（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

①走行時間短縮便益
○目的地までにかかる時間が短くなることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用
走行時間費用：Σ(交通量×走行時間）×時間価値原単位×365日

②走行経費減少便益
○交通の流れがスムーズになり燃費などが向上すること
による便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費
走行経費：Σ（交通量×距離）×走行距離原単位×365日

③交通事故減少便益
○交通事故が減少することによる便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額
事故損失額：Σ（交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位＋

交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位）

事業 事業名

Ｂ(便益) Ｃ(費用)

Ｂ／Ｃ便益額
(百万円)

代表的な
効果

総費用 事業費 維持管理費

(百万円) (百万円) (百万円)

道

路

道路改築事業

一般国道
178号

浜坂道路Ⅱ期

全
体
事
業
費

走行時間短縮便益 34，700

時間短縮：
11.1分

→7.1分
計画交通：
8,680台／日

38，300 37，600 700 1.1
走行経費減少便益 6，000

交通事故減少便益 1，400

計 42，100

残
事
業
費

走行時間短縮便益 34，700
時間短縮：
11.1分

→7.1分
計画交通：
8,680台／日

35，300 34，600 700 1.2
走行経費減少便益 6，000

交通事故減少便益 1，400

計 42，100
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（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

要望状況等

①新温泉町による残土処分場の新設、地域住民による事業用地取得の協力など、地域の協力体制が整って
いる。
②事業説明会の開催などを通じて、地元と十分に連携を図り事業を進めている。

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

①安全・安心の確保

災害時

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保
（緊急輸送道路の整備、防災拠点・災害拠点病
院へのアクセス道路の整備）

○
北近畿豊岡自動車道、鳥取自動車道とともに
国土のリダンダンシーを確保

救助・救援活動の支援
（災害時の通行不能や孤立集落の解消）

○
北近畿豊岡自動車道、鳥取自動車道とともに
国土のリダンダンシーを確保

減災対策への取組み
（二線堤道路、避難路・避難場所としての機能、
延焼防止機能の確保）

―

平 時
救急医療体制の支援 ○ 第三次救急医療施設へのアクセス性の向上

交通安全対策 ○
通過交通の転換による歩行者、自転車の安全
の確保

②地域の活性化

地域間交流の促進 ○
高速道路ネットワークの形成による交流人口
の拡大

中心市街地の活性化 ―

地域産業の活性化 ○
高速道路ネットワークの形成による広域観光
交流圏の拡充・強化

観光支援 ○
高速道路ネットワークの形成による広域観光
交流圏の拡充・強化

地域プロジェクト等支援 ―

③円滑な交通体系の確保
公共交通機関利用の促進
交通結節機能の向上

―

④地域の環境改善
沿道環境の改善
景観形成

○
通過交通が転換されることによる騒音、排気
ガスなどの沿道影響の改善
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